【参考様式１】

カーボンニュートラルへ向けた産業支援事業
企画運営業務提案書
	

Ⅰ　提案者の優位性
　ⅰ　類似業務に関する実績等

	
　※過去の受託実績等について、下記例示を参考に記載してください。

　（１）カーボンニュートラルに関連する官公需受託実績・製造業者へのコンサルティング実績
	実施年次
	クライアント
	事業費
	事業内容
	成果

	

	

	

	

	


	

	

	

	

	


	

	

	

	

	



　（2）広島県における上記に類する業務実績
	実施年次
	クライアント
	事業費
	事業内容
	成果

	
	

	

	

	


	
	

	

	

	


	
	

	

	

	



　 (3）エコシステム構築などのプロジェクトマネジメント業務の経験・ノウハウ
	実施年次
	クライアント
	事業費
	事業内容
	成果

	
	

	

	

	


	
	

	

	

	


	
	

	

	

	







　ⅱ　本業務に携わる者に関する実績等

	
　　※本業務に携わるスタッフについて、下記例示を参考に記載してください。
　　　
	氏名
	専門分野
	実績
	関連する資格

	

	

	

	


	

	

	

	


	

	

	

	


	

	

	

	


	

	

	

	


	

	

	

	


	

	

	

	








Ⅱ　業務の実施体制及びスケジュール
　ⅰ　業務の実施体制
※下記【記入イメージ】を例に、組織体制を示す図を記載してください。
	　
【記入イメージ】


業務管理者
・役職名　　氏名　
事業管理担当
・役職名　　氏名　
事業推進担当
・役職名　　氏名　
組織体制を示す図を記載してください。












〔例〕
・業務従事者に対する指揮監督は業務管理者が行う。
・事業管理担当は〇〇〇に従事し、事業推進担当は〇〇〇に従事する。
・〇〇〇の業務については、再委託をする。









業務内容の分担や人員等の説明を記載してください。






　　　※技術面からの専門的な支援を行うに当たり、再委託が必要な場合は、次の項目を記載してください。

	企業名＊注
	専門分野
	実績

	

	

	


	

	

	



　　　　＊注）企業名は、再委託予定A社など、プロポーザル参加者が特定できない範囲で
記載してください。





ⅱ　スケジュール
下記に、本業務の実施スケジュール(案)をタスク別に細分化し、具体的に記載してください。
	　


Ⅲ　具体的な企画内容
　　ⅰ　戦略検討
	　※次の項目について、具体的に記載してください。

（１）自動車産業のサプライチェーン構造の深堀り
及び取組範囲、対象、支援策等の戦略を策定するための仮説立案・検証のプロセス及び方法
どのようにサプライチェーンを構造化し、取組範囲や支援策等を策定していくのかを具体的に記載してください。






（2） 裾野拡大に向けた取組参加への誘導方法
　どのようなアプローチで本事業への参加企業を増やしていくのかについて、関係事業への誘導方法も含めて具体的に記載してください。











ⅱ　ワークショップ・勉強会などコミュニティ形成に向けた取組・モデル化創出実証
	[bookmark: _Hlk219477353]　※ワークショップ・勉強会・モデル化創出実証などに関し、次の項目について、具体的に記載してください。

【ワークショップ・勉強会などコミュニティ形成に向けた取組】

（テーマ①）
　（１）（２）設定するテーマとその理由・背景及び実施内容（開催回数・実施内容）
	テーマ名
	

	理由・背景
	


	実施内容
	




　（３）課題解決に寄与する、新たにカーボンニュートラルに取り組む企業を含む複数の企業が参画し、主体的に取り組むための工夫

　（４）実証に向け、参画企業が、継続的に課題解決に取り組むための工夫


（テーマ②）
　（１）（２）設定するテーマとその理由・背景及び実施内容（開催回数・実施内容）
	テーマ名
	

	理由・背景
	


	実施内容
	




　（３）課題解決に寄与する、新たにカーボンニュートラルに取り組む企業を含む複数の企業が参画し、主体的に取り組むための工夫
　（４）実証に向け、参画企業が、継続的に課題解決に取り組むための工夫


（テーマ③）
　（１）（２）設定するテーマとその理由・背景及び実施内容（開催回数・実施内容）
	テーマ名
	

	理由・背景
	


	実施内容
	



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（３）課題解決に寄与する、新たにカーボンニュートラルに取り組む企業を含む複数の企業が参画し、主体的に取り組むための工夫

　（４）実証に向け、参画企業が、継続的に課題解決に取り組むための工夫

【モデル化創出実証（先進事例の創出）】

（５）実証の候補となるテーマとその理由











（６）実証のプロセス及び参画企業へのコンサルティング・サポートの内容・実施方法











（７）本業務において目指す、実証についての成果の水準











（８）実証で得た成果を県内企業へ横展開する方法















ⅱ　ポータルサイト掲載のコンテンツ作成
	　※ポータルサイトの取組に関する次の項目について、具体的に記載してください。

　（１）掲載するコンテンツの更新・整備（新規拡充を含む）の内容とその理由・背景









（２）コンテンツの更新・整備等に関するスケジュール（更新頻度含む。）










　 （３）県内外の情報がリアルタイムに集まる工夫
　　　　（国や地方自治体、支援機関など関係団体とのネットワークの構築など）









（４）本ウェブサイトの認知度を高めるとともに、県内製造事業者等が主体的に情報の入手・課題解決に取り組むための工夫













ⅳ　令和９年度以降の事業実施計画等の策定
	　※次の項目について、具体的に記載してください。

（１）更なる企業間連携の促進や情報の集約などに繋がる仕組み・仕掛けに関する仮説
　本事業の目標を達成するために、今後（R9年度以降）必要となる取組について、現状の問題点、不足している視点、考慮すべき外部環境の変化やリスクについて、要因も含めて記載の上、上記課題を解決するための手法や取組内容等、現時点の仮説を記載してください








（2） 仮説立案・検証のプロセス及び方法
上記で立てた仮説を、どのようにして検証し、事業実施計画に落とし込んでいくのか、プロセス及び方法を具体的に記載してください。












Ⅴ　全体設計
ⅰ　予算及び経費内訳

	※業務に関する予算額及び経費内訳を具体的に記載してください。















[bookmark: _GoBack]






























